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 ２０２０年１２月実績概要（メモ）  
 

（２０２１．１．２１） 
 
年内の定修もほぼ終了し、誘導品では増産が見られるも依然、前年の並みには多くが届かず。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５１７，８００トン  
 前 月  比    ▲ ３．８％（▲２０，４００トン） 
 前年同月比    ▲ ８．３％（▲４６，７００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９４．１％* → 当月９４．２％ ← 前年同月９５．５％ 
定修プラント：前月 １社１プラント → 当月 なし  ← 前年同月 なし 
２０２０年暦年生産量 ５，９２３．５千トン、前年同期比▲７．７％ 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数増加とともに定修規模差や稼働率要因から HDPE、SM、塩ビモノマー、MMA モ

ノマー、AN、SBR、BR、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの１３品目がプラス。LDPE、EO、

EG などの４品目は稼働率要因からマイナスとなった。 
前年比では、稼働率要因を主として LDPE、PS、塩ビ樹脂、EG、SBR、ベンゼン、トルエン、キシ

レンなどの１３品目がマイナス。MMA モノマー、BR などの４品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の増加とともに定修系列数の減少や稼働率要因から、HDPE、PP、PS でプラスと

なった。LDPE は主に稼働率要因からマイナスなった。 
前年比では、稼働率要因を主因に LDPE、HDPE、PS でマイナス。PP のみは前月に続いて微増を

維持した。 
ロ）国内出荷 

国内の生産活動の持ち直しの動きが続く中、消費面ではサービス、個人消費での足踏の状態が見ら

れることとなった。当月は前月比で、LDPE、PS でマイナス。前月に生産量の低下から出荷が抑え

られた HDPE はプラスに戻り、PP は前月並みの出荷となった。 
前年比では、PP はフィルム分野、繊維分野、射出成形分野での出荷増加からプラスとなった。   

他の３樹脂では、LDPE はフィルム分野の出荷が前年並みに復帰したことや、HDPE では中空成形

分野の出荷増、PS は雑貨・産業用分野での出荷増加がみられたが、国内出荷全体ではいずれもマイ

ナスとなった。 
ハ）輸    出 

前月比では、中国を中心とした生産面での立ち直りや域内需給の引き締まりもあり、引き続き増加

基調で推移し、当月は LDPE、HDPE、PP でプラスとなった。PS は前月の輸出量が多かったこと

もあり、比較上、当月はマイナスとなった。 
前年比では、LDPE、HDPE、PS でプラス。PP のみはマイナスとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、HDPE、PP、PS で増加し、LDPE は減少した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LDPE、

HDPE、PP で低下。PS は僅かながらの上昇となった。在庫水準としては、LDPE、HDPE、PP、
PS ともほぼ適正水準となっている。 

 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％ －  
 定修要因等 ▲ ７．３ ％ ▲ ７．１  ％  
 能力増減 － ＋  ０．１ ％  
 稼働率変動 ＋ ０．２ ％ ▲  １．３  ％  
 生産増減率 ▲ ３．８  ％ ▲ ８．３  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１１月末 １２月末 

LDPE ▲１１，６００ ３．３ ２．９ 
HDPE ＋ ９，４００ ３．２ ２．９ 
P   P ＋２２，８００ ２．８ ２．７ 
P   S  ＋ ４，５００ １．５ １．６ 


